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令和２年令和２年度決算を認度決算を認定定　　　　        　　        ▶ ▶ ２２新型コロナウイルス感染拡大の影響により税収減も、健全財政を維持！新型コロナウイルス感染拡大の影響により税収減も、健全財政を維持！

戸田市くらし応援券配布を決定戸田市くらし応援券配布を決定        　　　　      　　　      　▶ ４▶ ４
そこがききたいそこがききたい　　22 人の議員が一般質問22 人の議員が一般質問          ▶▶ ７ ７
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９月定例会は８月24日から９月17日までの25日間の会期で開かれ、市長提出
議案等35件と、議員提出議案２件、委員会提出議案１件が提出され、決算認定１件、
議案２件について延べ５人が討論を行い、いずれも認定・可決しました。

また、４議案に対し延べ7人が質疑を行い、４日間にわたる一般質問では、22人の
議員が活発な論戦を展開しました。

令和３年

9 月9 月
定例会定例会
8月24日～
　9月17日

新
型
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
税
収
減
も

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
税
収
減
も
、、健健
全
財
政
を
維
持

全
財
政
を
維
持
！！

令
和
２
年
度
決
算

令
和
２
年
度
決
算
をを
認
定
認
定

▲歳入のうち、前年度と比べて最も増加したのは国庫支出金で、約170億6,677万円の増。これは、
特別定額給付金をはじめとする新型コロナウイルス感染拡大への各種対策によるもの。一方、
市税は約９億7,300万円の減。歳入に占める自主財源の割合は51％、依存財源は49%。

▲歳出のうち、大きな割合を占めるものは、民生費が53.1％、教育費が13.1％、総務費が10.3％。
前年度比で、民生費は約155億8,872万円の増。教育費は約８億9,363万円の増。総務費
は約17億2,274万円の増。

一般会計歳入　785億     46万円

一般会計歳出　744億6,549万円

(注)①（　）は財政の健全化が必要とされる早期健全化基準を示す。 
②赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」表
示となります。

(注)特別会計は、国民健康保険など10会計の合計額。

224億5,519万円
（前年度比　2.2％増）

214億3,611万円
（前年度比　1.4％増）

歳  入

歳  出

単位％

比 率 名
実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

令和２年度 令和元年度
（11.75）

（16.75）

（ 25.0 ）

（350.0）

（11.83）

（16.83）

（ 25.0 ）

（350.0）

ー

ー

7.１

32.0

ー

ー

6.1

20.3

■令和2年度 健全化判断比率 ■特別会計決算※

※
※千円単位は四捨五入

※千円単位は四捨五入

※千円単位は四捨五入

395億3,827万円
97億5,345万円
76億8,362万円
53億5,368万円
34億7,914万円
32億4,396万円
18億9,427万円
35億1,911万円

①民 生 費
②教 育 費
③総 務 費
④土 木 費
⑤衛 生 費
⑥公 債 費
⑦消 防 費
⑧そ の 他

286億4,897万円
41億9,445万円
36億9,308万円
21億9,859万円
12億6,999万円

266億8,714万円
45億5,460万円
33億3,835万円
29億6,561万円

9億4,968万円

①市　　　税
②繰 入 金
③繰 越 金
④諸 収 入
⑤その他自主財源
⑥国庫支出金
⑦市　　　債
⑧県 支 出 金
⑨地方消費税交付金
⑩その他依存財源

①

②
③④⑤

⑥

⑦
⑧ ⑨⑩

歳入

歳出 ①

②

③

④
⑤
⑥⑦

⑧

依
存
財
源

自
主
財
源

※健全化判断比率…自治体の財政の早期健全化や再生の必要性を判断するために定められた４つの指標
※早期健全化基準…財政状況の悪化により、自主的・計画的に財政の健全化を図るべき基準として定められた数値

※いずれの会計も千円単位は四捨五入

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

24億 5,512万円

23億 5,998万円

4億 7,044万円

11億　601万円

水 道 事 業 会 計 決 算
収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

25億 3,316万円

24億 7,375万円

8億 2,175万円

14億 2,811万円

下 水 道 事 業 会 計 決 算

※いずれの会計も千円単位は四捨五入
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収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

24億 5,512万円

23億 5,998万円

4億 7,044万円

11億　601万円

水 道 事 業 会 計 決 算
収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

25億 3,316万円

24億 7,375万円

8億 2,175万円

14億 2,811万円

下 水 道 事 業 会 計 決 算

《令和 2 年度決算 監査報告》
「すべての会計で健全財政を堅持」

小川代表監査委員
【一般会計・特別会計】

一般会計の実質収支額は約37億8千万円の黒字。歳入の根
幹である市税は、市民税が前年度と比べ減となっているが、固
定資産税、軽自動車税、市たばこ税、都市計画税は増となった。
特別会計の実質収支額は約７億9,100万円の黒字。
【水道事業会計】

収益的収支の純利益は約3,600万円、前年度と比べて約
１億8,200万円の減。資本的収支の不足額は約６億3,500万
円であり、損益勘定留保資金などで補

ほ て ん
填されている。

【下水道事業会計】
収益的収支の純利益は約４00万円、資本的収支の不足額は、

約６億６00万円であり、損益勘定留保資金などで補
ほ て ん

填されて
いる。下水道事業会計における企業債の未償還残高は約92億
3,900万円、支払利息は約１億3千万円で、総費用に占める割
合が5.4％、使用料収入に対する割合が11.5％となっている。
【審査の結果】

いずれの会計も健全財政が堅持されている。

基
金
優
先
見
直
し
、
市
民
の

く
ら
し
と
営
業
守
る
市
政
を

花
井　
伸
子　
議
員

財
政
収
支
を
見
る
代
表
的
な
実
質
収

支
比
率
は
３
～
５
％
が
適
正
と
さ
れ
、

５
％
を
超
え
る
と
財
源
が
有
効
に
活
用

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
本

市
の
指
数
は
13・
１
％
、
多
額
の
お
金
が

余
っ
た
。
も
っ
と
コ
ロ
ナ
対
策
に
生
か
せ

た
は
ず
。
必
要
範
囲
を
超
え
た
基
金
積

立
は
や
め
、
市
民
の
く
ら
し・
営
業
を
守

る
財
政
運
営
を
求
め
る
。

総
合
的
な
観
点
で
弾
力
的
、

柔
軟
に
運
用
さ
れ
て
い
る

浅
生　
和
英　
議
員

各
基
金
は
①
将
来
に
わ
た
る
市
民
サ

ー
ビ
ス
継
続
や
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
に

備
え
る
た
め
一
定
額
が
必
要
②
類
似
自

治
体
と
比
較
す
る
と
や
や
少
な
い
③
昨

年
度
の
積
立
額
を
超
え
る
額
を
す
で
に

取
り
崩
し
て
い
る
。
我
々
は
将
来
の
子

供
た
ち
に
対
す
る
責
任
を
負
っ
て
お
り
、

そ
の
時
に
使
い
切
る
の
で
は
な
く
、
総

合
的
な
観
点
か
ら
弾
力
的
か
つ
柔
軟
に

運
用
さ
れ
て
い
る
。

討　
論

反
対

賛
成

◇
令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算　

認
定（
賛
成
22 

反
対
３
）

提
言
を
踏
ま
え
、
廃
止
を

決
定
し
た
こ
と
は
妥
当

野
澤　
茂
雅　
議
員

検
討
委
員
会
は
意
識
調
査
の
結
果
な

ど
を
受
け
、
廃
止
が
妥
当
と
の
提
言
を

出
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
年
間
の
利

用
者
が
少
な
く
、
多
額
の
運
営
費
と
修

繕
費
と
の
費
用
対
効
果
な
ど
を
理
由
に
、

廃
止
と
市
が
決
定
し
た
こ
と
は
妥
当
。

多
様
性
の
時
代
、
保
養
は
市
民
の
考
え

に
任
せ
、
市
は「
住
民
が
健
康
で
元
気

に
、
幸
せ
に
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
注
力
す
べ
き
と
考
え
る
。

賛
成

市
は
存
続
求
め
る
市
民
の

声
に
応
え
る
べ
き

本
田　
哲　
議
員

存
続
を
求
め
る
２
３
８
０
筆
の
署
名

が
市
長
に
提
出
さ
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
も
存
続
の
声
が
多
数
で
あ
っ

た
。
年
間
約
１
万
人
が
利
用
し
満
足
度

も
90
％
。
約
１
億
円
の
運
営
経
費
は
、

条
例
の
目
的
に
沿
っ
た
必
要
な
支
出
。

大
規
模
改
修
も
、
財
政
負
担
を
考
え
令

和
８
年
度
と
し
て
い
る
。
市
は
、
存
続

を
求
め
る
市
民
の
声
に
応
え
る
べ
き
。

反
対

◇「
白
田
の
湯
」廃
止（
条
例
改
正
）

原
案
可
決（
賛
成
22 

反
対
３
）
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市
長
公
室
・
危
機
管
理
防
災
課
・
企
画
財
政
部
・
総
務
部

会
計
課
・
消
防
・
議
会
事
務
局
・
行
政
委
員
会
事
務
局

都
市
整
備
部

教
育
委
員
会
事
務
局

文
教
・
建
設

【
令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
】

コ
ロ
ナ
禍
で
も
個
人
市
民
税

が
安
定
し
て
い
る
要
因
は
。

人
口
増
加
に
加
え
、
納
税

義
務
者
の
約
９
割
が
給
与

所
得
者
で
あ
る
こ
と
が
安
定
し
た

税
収
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

将
来
の
た
め
に
も
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
税
収
へ
の
影

響
を
検
証
し
て
も
ら
い
た
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

若
手
職
員
の
退
職
が
続
い

て
い
る
要
因
と
対
策
は
。

近
年
、
本
市
に
限
ら
ず
自
治

体
か
ら
自
治
体
へ
転
職
す
る

例
が
増
加
し
て
い
る
。
退
職
理
由
と

し
て
職
員
数
の
不
足
に
よ
る
事
務
負

担
の
増
加
を
挙
げ
る
者
も
お
り
、
職

員
数
の
増
加
を
目
指
し
て
採
用
を
進

め
て
い
き
た
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

小
中
学
校
の
屋
内
運
動
場

用
非
常
用
発
電
機
へ
の
災

害
時
の
燃
料
補
給
方
法
は
。

常
備
さ
れ
て
い
る
燃
料
で

約
２
０
０
時
間
の
使
用
を

想
定
。
災
害
時
に
燃
料
確
保
が
難

し
い
場
合
は
、
昨
年
２
月
に
協
定

を
締
結
し
た「
埼
玉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協

会
川
口
支
部
」
と
連
携
し
て
い
く
。

【
新
曽
第
一
地
区
３
号
調
整
池
汚
泥

処
分
工
事
請
負
契
約
】

調
整
池
築
造
工
事
に
近
い
工

事
金
額
と
な
っ
た
要
因
は
。

環
境
基
準
を
超
え
る
ヒ
素

を
含
む
汚
泥
の
処
分
費
と
、

深
く
掘
削
す
る
際
の
地
盤
改
良
な

ど
、
汚
泥
撤
去
費
が
高
額
と
な
っ

た
。

【
令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
】

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
涯
学
習

事
業
へ
の
影
響
や
対
応
は
。

中
止
と
な
っ
た
事
業
も
多

か
っ
た
が
、
学
び
を
止
め

な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
生
配
信
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
、

対
面
を
加
え
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型

の
開
催
方
式
な
ど
柔
軟
に
対
応
し

て
い
る
。生

涯
学
習
事
業
は
市
民
に

と
っ
て
重
要
。
工
夫
を
し

な
が
ら
続
け
て
ほ
し
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
の
一
斉

休
業
も
行
わ
れ
た
中
、
授

業
へ
の
影
響
は
。

昨
年
６
月
の
学
校
再
開
後
、

土
曜
授
業
や
長
期
休
み
を

短
く
し
て
授
業
を
行
い
、
す
べ
て

の
時
間
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

【
令
和
２
年
度
新
曽
第
一
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
決
算
】

戸
田
駅
前
か
ら
市
役
所
ま

で
の
通
り
を
重
点
的
に
整

備
す
る
考
え
は
。

ま
ず
は
上
戸
田
川
の
整
備

が
重
要
課
題
で
あ
り
、
こ

れ
に
伴
う
移
転
か
ら
進
め
て
い
く
。

上
戸
田
川
の
整
備
終
了
後

に
は
、
戸
田
駅
か
ら
市
役

所
ま
で
の
通
り
を
整
備
し
、「
戸
田

市
の
顔
」
と
な
る
部
分
を
大
事
に

し
て
ほ
し
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
税
収
へ
の
影
響
に
つ
い
て
検
証
を

コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
び
を
止
め
な
い
工
夫
を

委員委員

委員

委員委員

委員

委員委員

委員 委員

執行部 

執行部 

執行部 

執行部 

執行部 執行部 

総
　
務

執行部 

委員会の審査から
議案や決算は、各委員会に付託され、慎重に審査されます。
その経過と結果について、９月１７日の本会議で各委員長から報告がありました。下記はその概要です。

総

　
　務

文
教
・
建
設

健
康
福
祉

市
民
生
活
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市税収入全体では減少している中で
個人市民税は増加している

オンラインで開催された市民大学認定講座

　
◇
一
般
会
計
補
正
予
算　

「
戸
田
市
地
域
く
ら
し
応
援
券
」

配
布　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

 コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
支
援
と
経
済
活
性

化
を
目
的
に
、
全
市
民
へ
一
人
当
た
り

５
千
円
の
商
品
券
を
配
布
す
る
も
の
で
す
。

商
品
券
の
形
態
は
。

紙
の
商
品
券
で
５
０
０
円
券
の
10

枚
つ
づ
り
を
予
定
し
て
い
る
。

利
用
可
能
店
舗
は
。

商
工
会
の
協
力
の
下
、
大
型
店
舗

も
含
め
、
市
内
の
店
舗
で
使
え
る

よ
う
実
施
す
る
。

ＱＱ AA

市
民
の
声
に
応
え
た
補
正

予
算
と
評
価
す
る

花
井　
伸
子　
議
員

当
初
予
想
し
た
市
税
収
入
の
落
ち
込

み
は
な
く
、
９
億
６
３
０
０
万
円
の
増

額
補
正
と
な
っ
た
。
例
年
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
基
金
に
積
み
立
て
に
ら
れ
て
き

た
が
、
今
回
は
市
民
一
人
当
た
り
に
５
千

円
の「
地
域
く
ら
し
応
援
券
」
配
布
や

さ
く
ら
川
護
岸
整
備
な
ど
、
市
民
の
声

に
応
え
、
コ
ロ
ナ
・
災
害
対
策
に
生
か

さ
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

賛
成

８
億
２
４
２
０
万
９
千
円

議
員
提
出
議
案
及
び
委
員
会
提
出

議
案
と
し
て
３
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、

国
・
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

◇
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
を
求
め
る

意
見
書

◇
名
古
屋
入
管
死
亡
事
件
の
真
相
究
明

を
求
め
る
意
見
書

◇
コ
ロ
ナ
禍
は
も
と
よ
り
将
来
に
向
け

増
え
続
け
る
財
政
需
要
に
対
処
す
る
た

め
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書 意
見
書

７
月
９
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
活
動
に
大
き
な
制

限
を
受
け
て
い
る
市
民
活
動
に
つ
い
て

現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
議
会
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
、
市

民
活
動
団
体
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
か
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

機
会
の
提
供
と
し
て
、
広
報
活
動
に
つ

い
て
支
援
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を

い
た
だ
い
た
他
、
懇
談
会
を
通
し
て
出

さ
れ
た
意
見
も
参
考
に
、
委
員
会
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
引

き
続
き
調
査・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算　

原
案
可
決(

全
会
一
致)

市
民
生
活
委
員
会
議
会
懇
談
会

議場からの避難訓練を実施
今年は東日本大震災から10年の節目であり、
議員の改選もあったことから、本会議中の地震
発生を想定し、8月31日の質疑の日に議場から
の避難訓練を実施しました。

　
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
へ
の
参
加
賞
拡
充　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　拡

充
す
る
参
加
賞
の
内
容
は
。

12
月
中
の
１
日
当
た
り
の
平
均
歩

数
が
、
５
千
歩
以
上
の
方
全
員
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
、
７
千
歩
以
上
の
方
に
は

抽
選
で
、
商
品
券
な
ど
昨
年
の
景
品
に

加
え
、
サ
イ
ク
ロ
ン
掃
除
機
や
電
動
自

転
車
、
姉
妹
都
市
の
名
産
品
な
ど
、
魅

力
あ
る
商
品
を
予
定
し
て
い
る
。

ＱA

主
な
議
案
・
質
疑

６
３
９
万
１
千
円

討　
論
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一般質問

　　 　　 　　

QA

議
員
の
つ
ぶ
や
き

録
画
配
信

　

とだ議会だより No.215

健
康
福
祉
部
・
こ
ど
も
健
や
か
部

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
生
活
部
・
環
境
経
済
部

水
安
全
部

健
康
福
祉

市
民
生
活

【
令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
】

令
和
２
年
度
の
国
民
健
康

保
険
税
の
収
納
率
が
昨
年

度
よ
り
１・４
％
増
加
し
た
要
因
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
見
送
っ
た

催
告
を
実
施
し
た
こ
と
、
口
座
振

替
の
推
奨
を
図
る
と
と
も
に
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
を
導
入
し
た

こ
と
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
の
受
け
入
れ
状
況
は
。

入
院
に
対
応
で
き
る
施
設

の
造
り
や
人
員
体
制
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
入
院
で
の
診
療

は
で
き
て
い
な
い
。
自
宅
療
養
者

に
関
し
て
は
、
薬
の
処
方
や
経
過

観
察
な
ど
の
医
療
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
今
あ
る
資
源
と
条
件
の
中

で
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ
支

援
事
業
の
今
後
は
。

令
和
３
年
度
で
終
了
予
定

だ
が
、
利
用
し
て
い
る
保

育
士
や
事
業
者
の
意
見
、
他
自
治

体
の
実
施
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
た
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

コ
ロ
ナ
禍
で
、
青
少
年
の

広
場
の
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
。
今
後
、増
や
す
よ
う
検
討
を
。

財
政
的
な
面
も
考
慮
し
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

ボ
ー
ル
で
遊
べ
る
場
所
も

増
や
す
よ
う
要
望
す
る
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

全
市
民
に
５
千
円
の
商
品

券
を
配
布
す
る
経
緯
は
。

コ
ロ
ナ
禍
で
特
に
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
小

売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
及
び
飲
食
業

を
営
む
事
業
者
支
援
と
し
て
、
消

費
の
活
性
化
を
狙
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
支
援
策
の
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
事
業

者
へ
も
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
な

周
知
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

【
令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
】

上
戸
田
川
整
備
の
進
捗
状

況
は
。

昨
年
度
ま
で
の
整
備
は
予

定
通
り
進
ん
で
い
る
。
市

役
所
南
通
り
か
ら
北
側
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業

に
よ
る
用
地
確
保
の
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

新
設
さ
れ
た
外
国
人
市
民

相
談
窓
口
の
実
績
は
。

相
談
件
数
は
７
５
８
件
。

主
な
相
談
内
容
は
、
特
別

定
額
給
付
金
の
相
談
、
税
金
関
係
、

国
民
健
康
保
険
関
係
、
住
民
異
動

の
手
続
き
関
係
で
あ
る
。

国
際
交
流
協
会
と
も
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
引
き
続

き
外
国
人
に
寄
り
添
っ
て
も
ら
い

た
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
が
増
加
し
た
要
因
は

地
域
く
ら
し
応
援
券
が
広
く
行
き
届
く
よ
う
な
周
知
を

委員委員

委員 委員委員

委員

委員委員

委員 委員

執行部 

執行部 執行部 

執行部 

執行部 執行部 

執行部 

67

総

　
　務

文
教
・
建
設

健
康
福
祉

市
民
生
活

議員は、毎年３月、６月、９月、１２月に開催される定例会で、
市政全般に対し質問をすることができます。これを「一般質問」
といいます。

今定例会では、２２人が一般質問を行いました。ここに掲げた
のは、その質問・答弁の大要で、質問者本人が執筆しております。

なお、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、今定例会
では、アクリル板を設置するとともに、一般質問中の出席議員
数を半分程度に調整しております。

一般質問一般質問

議
員　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和

４
年
度
か
ら
大
規
模
修
繕
を
計
画
し
て

い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
拡
大

し
て
い
る
状
況
で
は
無
駄
な
投
資
に
な

る
リ
ス
ク
も
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
市

民
ニ
ー
ズ
や
利
用
状
況
、
社
会
情
勢
を

踏
ま
え
、
将
来
像
と
し
て
多
機
能
型
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ
の
建
て
替
え
も
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市
民
生
活
部
長　
公
共
施
設
中
長
期
保

全
計
画
に
基
づ
き
進
め
て
い
る
が
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
公
共
施
設
整
備

は
緊
急
度
な
ど
を
考
慮
し
進
め
る
と
い

う
考
え
の
下
、
令
和
４
年
度
の
着
工
は

先
送
り
と
な
っ
た
。
今
後
、
市
民
ニ
ー

ズ
な
ど
を
的
確
に
把
握
し
対
応
を
検
討
。

議
員　
多
く
の
ス
ー
パ
ー
が
オ
ー
プ
ン

し
、
車
や
人
の
流
れ
に
大
き
な
変
化
が

あ
る
。
店
舗
周
辺
の
通
学
路
な
ど
の
交

通
安
全
対
策
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
大
小
ス
ー
パ
ー
周
辺

の
道
路
交
通
状
況
も
踏
ま
え
た
交
通
安

全
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
将
来
像
は

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
検
討
す
る

スポーツ
センター

熊
く ま き

木照
てるあき

明 議員 

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策
強
化
を

Ｑ　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
は
。

Ａ　
７
月
９
日
ま
で
に
12
歳
以
上
の
す
べ

て
の
対
象
者
に
接
種
券
発
送
を
完
了

し
、
接
種
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

自宅療養者に対する支援を行っている
市民医療センター

市役所３階の協働推進課に設置された外国人市民相談窓口

大
規
模
修
繕
が
延
期
と
な
っ
た
戸
田
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

公
認
記
録
が
取
得
で
き
る

コ
ー
ス
が
欲
し
い

そこが
ききたい

感染症対策実施中
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一般質問一般質問

　　 　　 　　　　 　　 　　

　　 　　 　　　　 　　 　　

QA

QAQA

QA

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

議
員　
蕨
市
と
接
し
て
い
る
喜
沢
１
丁

目
地
域
で
は
、
集
中
豪
雨
な
ど
で
道
路

冠
水
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
清
掃
、管
理
、

冠
水
時
の
連
絡
部
署
に
つ
い
て
伺
う
。

水
安
全
部
長　
当
該
地
域
の
定
期
清
掃

は
令
和
４
年
度
に
予
定
し
て
い
る
。
今

後
も
下
水
道
施
設
の
機
能
が
損
な
わ
れ

な
い
よ
う
、適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

都
市
整
備
部
長　
道
路
冠
水
が
発
生
し

た
場
合
は
、
道
路
管
理
課
が
関
係
部
署

と
連
携
し
、
迅
速
な
対
応
に
努
め
る
。

議
員　
①
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
②
妊

婦
へ
の
優
先
接
種
③
自
宅
療
養
者
へ
の

食
料
配
送
④
宿
泊
療
養
時
の
移
動
手
段

に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
①
本
市
の
接
種
率
は

９
月
６
日
現
在
で
１
回
目
64
・
２
％
、

２
回
目
47
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
②
戸

喜
沢
１
丁
目
の
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
は

令
和
４
年
度
に
清
掃
予
定
。
適
正
管
理
に
努
め
る

田
中
央
産
院
で
９
月
６
日
か
ら
12
日
に

か
け
て
実
施
す
る
③
食
料
配
送
は
県
が

要
望
に
応
じ
て
実
施
し
て
お
り
、
市
も

独
自
配
布
を
９
月
３
日
か
ら
開
始
し
た

④
宿
泊
施
設
ま
で
は
保
健
所
が
搬
送
し

て
い
る
。

内水対策

三
み う ら

浦芳
よしかず

一  議員

大型物流施設建設予定地の周辺道路は通学路
になっています

議
員　
全
通
学
路
総
点
検
で
浮
上
し
た

危
険
箇
所
の
安
全
対
策
を
求
め
る
。

都
市
整
備
部
長　
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
施
設
な
ど
の
協
力
で
通
学
路
安
全

総
点
検
を
実
施
。
点
検
結
果
を
精
査
し
、

優
先
度
の
高
い
箇
所
か
ら
進
め
て
い
く
。

議
員　
通
学
路
及
び
周
辺
の
生
活
環
境

（
渋
滞
・
騒
音
・
振
動
な
ど
）
の
変
化
が

予
想
さ
れ
、
安
全
対
策
を
求
め
る
。

市
長　
議
会
の
請
願
、
町
会
や
近
隣
住

民
な
ど
か
ら
要
望
や
多
く
の
署
名
を
い

た
だ
き
、
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
紛
争

調
整
委
員
会
で
両
者
が
歩
み
寄
れ
る
よ

う
、
最
大
限
努
力
す
る
。

議
員　
本
市
で
は
毎
年
千
人
近
く
の
方

が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

型
窓
口
の
設
置
を
。

企
画
財
政
部
長　
遺
族
の
方
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
、

関
係
部
局
と
設
置
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
く
。

通
学
路
の
総
点
検
で
危
険
箇
所
の
安
全
対
策
を

優
先
度
の
高
い
箇
所
か
ら
進
め
て
い
く

交通安全
対策

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

時
代
を
見
据
え
な
く
て
は

関
係
部
署
と
連
携
し
、

迅
速
な
対
策
を

そごう拓
た く や

也 議員

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
の
で
、

よ
り
多
く
の
児
童
生
徒
が
こ
の
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
登
下

校
の
安
心
安
全
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
こ
の
登
下
校
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

を
、
高
齢
者
の
見
守
り
や
、
幼
稚
園
・

保
育
園
児
た
ち
の
位
置
情
報
の
確
認
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
も
応
用
し
て

い
く
こ
と
も
提
案
す
る
。

議
員　
今
年
の
４
月
か
ら
、
３
０
０
台

の
見
守
り
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
と
と
も

に
、
小
学
校
の
児
童
の
登
下
校
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
も
開
始
さ
れ
た
。
他
の
自
治

体
で
は
、
無
料
で
全
員
に
見
守
り
端
末

を
配
布
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
一
方
で
、

本
市
に
お
け
る
加
入
率
は
約
10
％
と

な
っ
て
い
る
。
加
入
率
を
さ
ら
に
上
げ

て
普
及
さ
せ
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

市
民
生
活
部
長　
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
導

入
に
当
た
り
、
初
年
度
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
事
業
者
と
協
議
し
、
新
規
加
入

時
に
発
生
す
る
初
期
登
録
手
数
料
を
無

料
に
し
た
。
ま
た
、
無
料
で
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
期
間
を
設
定
し
た
。
そ

れ
と
併
せ
、
今
後
は
、
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
の
効
果
的
な
周
知
方
法
な
ど
に
つ
い

て
も
協
議
し
、加
入
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　
せ
っ
か
く
素
晴
ら
し
い
登
下
校

登
下
校
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
普
及
を

効
果
的
な
周
知
方
法
な
ど
も
協
議
し
て
い
く

登下校
見守り

議
員　
自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
状
況

は
。

都
市
整
備
部
長　
令
和
２
年
度
ま
で
に

10
・
１
㎞
を
整
備
し
た
。
令
和
12
年
度
ま

で
に
８
・
４
㎞
を
整
備
す
る
予
定
。

議
員　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
や
サ
イ
ク
ル

ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
自
転
車
通
行
空
間
の

利
用
促
進
の
た
め
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

事
業
者
と
連
携
協
定
締
結
に
向
け
た
協

議
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
駅
前
や
公

共
施
設
な
ど
に
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
を
設

置
し
、
有
効
性
を
検
証
し
て
い
く
。

議
員　

荒
川
沿
川
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
市
民
の
健
康
増
進
や

自
転
車
を
活
用
し
た
観
光
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
河
川
管

理
者
で
あ
る
国
や
県
、
荒
川
沿
川
の
県

内
自
治
体
と
意
見
交
換
を
進
め
て
い
る
。

議
員　
公
園
や
大
型
商
業
施
設
な
ど
を

拠
点
と
す
る
、
自
転
車
を
活
用
し
た
観

光
振
興
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
。

環
境
経
済
部
長　
市
内
を
周
遊
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
り
、
市
全
体
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
今
後
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
は

じ
め
と
す
る
自
転
車
を
活
用
し
た
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

今
後
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く

自転車の
まち戸田

大
型
物
流
施
設
建
設
に
伴
う
対
策
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
状
況
は

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を

宮
みやうち

内そうこ 議員

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
が
も
っ
と

広
く
普
及
す
る
と
い
い
な

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
め
る

戸
田
市
に
し
た
い
！

山
やまざきまさとし

崎雅俊 議員

Ｑ　
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
現
状
は
。

Ａ　
令
和
２
年
４
月
か
ら
導
入
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
分
散
勤
務
に
寄
与
し

た
。

そ
の
他
の
質
問

喜沢 1 丁目の下水道施設（市職員立ち合いの下撮影）市内の子供たちを見守る「見守り防犯カメラ」

彩湖・道満グリーンパークの管理事務所に設置された
サイクルポート
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一般質問一般質問

　　 　　 　　　　 　　 　　

　　 　　 　　　　 　　 　　

QA

QAQA

QA

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

住宅確保給付金の相談窓口が設置されている
市役所１階の生活支援課 日々部活動に励む生徒たち

令和４年度の入れ替えが検討されている
「公共施設予約システム」

議
員　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
住
居
確
保

給
付
金
の
利
用
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長　
例
年
は
数
世
帯
。
令

和
２
年
度
は
１
９
０
世
帯
に
増
加
。

議
員　
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
終
了

後
、
引
き
続
き
支
援
が
必
要
な
方
に
対

し
、
住
ま
い
を
失
わ
な
い
た
め
の
支
援

が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

健
康
福
祉
部
長　
支
給
中
も
相
談
者
と

定
期
的
に
面
接
な
ど
を
行
い
、
ハロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
に
お
け
る
就
職
活
動
を
支
援
す
る

ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
社
会
福
祉
協
議
会

で
行
っ
て
い
る
緊
急
小
口
資
金
や
総
合
支

援
資
金
の
貸
し
付
け
へ
の
案
内
、
生
活
保

護
の
申
請
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
細
や
か
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度

に
よ
る
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
お
け

る
本
市
の
取
り
組
み
は
。

都
市
整
備
部
長　
市
内
で
は
47
棟
４
８
２

議
員　
市
内
中
学
校
約
１
０
０
の
部
活

動
に
対
す
る
「
戸
田
市
部
活
動
方
針
」

の
策
定
・
運
用
の
効
果
は
。

教
育
部
長　
「
量
」
か
ら
「
質
」
へ
の

転
換
に
よ
る
効
率
的
な
部
活
動
運
営
が

行
わ
れ
て
い
る
。

議
員　
教
員
の
働
き
方
改
革
な
ど
に
向

け
て
の
外
部
指
導
者
導
入
の
現
状
は
。

教
育
部
長　
本
年
度
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

外
部
指
導
員
27
人
、
民
間
企
業
の
部
活

動
サ
ポ
ー
ト
委
託
事
業
５
部
活
。
国
の

部
活
動
指
導
員
は
導
入
し
て
い
な
い
。

議
員　
外
部
指
導
者
の
導
入
だ
け
で
な

く
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
提
唱
の
「
学
校
と
地

域
が
協
働
・
融
合
し
た
部
活
動
」
に
の
っ

と
り
、
地
域
の
専
門
家
の
集
ま
り
で
設

立
さ
れ
た
「
地
域
ク
ラ
ブ
」
に
よ
る
土

日
の
運
用
を
提
案
す
る
。
実
現
に
は
学

校
運
営
協
議
会
の
協
力
が
有
効
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
住
ま
い
を
失
わ
な
い
た
め
の
支
援
を

学
校
と
地
域
が
協
働
・
融
合
し
た
部
活
動
を

必
要
に
応
じ
た
細
や
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
る

部
活
動
地
域
ク
ラ
ブ
化
に
は
多
く
の
期
待
と
課
題

戸
の
賃
貸
住
宅
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
ほ

ぼ
全
室
利
用
さ
れ
て
い
る
。「
埼
玉
県
居

住
支
援
協
議
会
」
に
加
盟
し
、
登
録
さ
れ

た
賃
貸
住
宅
な
ど
の
情
報
発
信
や
紹
介
・

斡
旋
な
ど
、
円
滑
な
入
居
の
促
進
を
図
っ

て
い
る
。

議
員　
昨
年
度
の
修
学
旅
行
な
ど
の
校

外
学
習
は
ほ
ぼ
延
期
・
中
止
だ
が
。

教
育
部
長　
修
学
旅
行
な
ど
の
学
校
行
事

は
、
児
童
生
徒
に
と
って
か
け
が
え
の
な
い

一
生
の
思
い
出
に
残
る
行
事
で
あ
る
。
感

染
症
対
策
の
徹
底
を
図
り
、
可
能
な
限

り
実
施
し
た
い
と
い
う
思
い
で
計
画
す
る
。

安
全
面
を
考
慮
し
た
苦
渋
の
決
断
を
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

住宅支援 中学校
部活動

さくら川
整備計画

公共施設
利用

議
員　
２
年
前
の
台
風
第
19
号
で
さ
く

ら
川
も
数
カ
所
で
溢
水
が
あ
り
、
土
の

う
で
は
不
安
①
堤
防
高
確
保
の
工
事
を

早
急
に
進
め
て
ほ
し
い
②
早
瀬
橋
～
梅

の
木
橋
間
の
左
岸
側
に
も
遊
歩
道
を
③

橋
梁
部
分
の
治
水
対
策
は
④
整
備
状
況

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
を
。

水
安
全
部
長　
①
宮
前
橋
下
流
側
で
は

鋼
矢
板
護
岸
を
先
行
整
備
し
た
。
早
瀬

橋
～
下
町
橋
間
は
擁
壁
の
整
備
に
よ
り

堤
防
高
を
確
保
す
る
②
整
備
の
際
に
は

安
全
に
配
慮
し
た
歩
行
空
間
確
保
に
努

め
る
③
架
け
替
え
が
必
要
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
、来
年
度
以
降
、橋
梁
の
調
査・

検
討
を
実
施
予
定
④
進
捗
状
況
を
掲
載

し
て
い
く
。

議
員　

①
災
害
時
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
（
Ｔ-

Ｄ
Ｉ
Ｓ
）
の
運
用
状
況
は
②

議
員　
①
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の

更
新
時
期
は
②
施
設
利
用
料
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
③
文
化
会
館
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
予
約
シ
ス
テ
ム
の

統
一
を
。

企
画
財
政
部
長　
①
令
和
４
年
度
の
入

れ
替
え
を
想
定
し
検
討
を
進
め
て
い
る

②
導
入
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
る
③

経
費
の
削
減
な
ど
を
含
め
検
討
す
る
。

議
員　
①
図
書
館
貸
出
券
の
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
更
新
を
②
図
書
リ
ク
エ
ス
ト

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
。

教
育
部
長　
①
他
自
治
体
の
事
例
を
検

討
す
る
②
令
和
５
年
度
の
図
書
館
シ
ス

テ
ム
更
新
に
向
け
て
検
討
す
る
。

議
員　
①
相
談
窓
口
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

に
よ
る
理
解
促
進
の
効
果
は
②
介
護
保

険
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
～
64
歳
）

台
風
通
過
時
の
状
況
を
自
主
防
災
組
織
、

消
防
団
、
市
民
と
も
共
有
し
て
は
。

危
機
管
理
監　
①
導
入
後
、
台
風
通
過

時
に
、
道
路
冠
水
や
浸
水
状
況
、
被
害

状
況
、
各
避
難
所
の
運
営
状
況
な
ど
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
、
応
急
対
策
や
被
害
拡
大
の
防
止
に

大
き
く
貢
献
し
た
②
平
常
時
か
ら
情
報

提
供
で
き
る
よ
う
、
他
自
治
体
の
取
り

組
み
事
例
を
参
考
に
「
防
災
専
用
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」
の
構
築
に
向
け
た
検
討

を
進
め
る
。

が
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
場
合
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
連
携
を
。

健
康
福
祉
部
長　
①
数
値
的
な
効
果
は

把
握
し
て
い
な
い
。
障
が
い
者
総
合
福

祉
計
画
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
認
知
度

を
測
る
こ
と
を
検
討
す
る
②
本
人
の
状

況
に
よ
り
介
護
保
険
と
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
両
方
が
利
用
可
能
。
障
害
福
祉

の
相
談
支
援
専
門
員
と
介
護
支
援
専
門

員
が
連
携
し
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
な
げ

る
。

早
急
な
堤
防
高
の
確
保
を

施
設
利
用
料
の
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
化
は

擁
壁
や
矢
板
整
備
に
よ
り
堤
防
高
を
確
保
す
る

導
入
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る

本
人
や
家
族
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
細
か
な
支
援
を

野
の ざ わ

澤茂
し げ ま さ

雅 議員

浅
あ そ う

生和
かずひで

英 議員

台
風
通
過
時
の
状
況
を
共
有
し
て
は

修
学
旅
行
の
現
状
と
見
通
し
は

高
次
脳
機
能
障
害
の
理
解
促
進
を

三
み わ

輪なお子
こ

 議員

佐
さ と う

藤太
たかのぶ

信 議員

す
べ
て
の
世
代
に
や
さ
し
い

オ
ン
ラ
イ
ン
化
推
進
を

河
川
溢
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
公
開
し
て
ほ
し
い

部
活
動
の
指
導
や
運
営
、

先
生
は
ホ
ン
ト
に
大
変
だ
！

Ｑ　
気
象
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
導
入
を
。

Ａ　
先
進
市
を
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

今
後
も
さ
く
ら
川
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
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一般質問一般質問

　　 　　 　　　　 　　 　　

　　 　　 　　　　 　　 　　

QA

QAQA

QA

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

議
員　
感
染
者
の
搬
送
先
が
決
ま
る
ま

で
に
時
間
を
要
す
る
場
合
の
一
時
的
な

待
機
場
所
と
す
る
「
戸
田
市
入
院
待
機

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
設
置
さ
れ
た
が
、

早
期
の
設
置
に
至
っ
た
背
景
と
今
後
は
。

消
防
長　
仮
設
の
プ
レ
ハ
ブ
な
ど
も
検

討
し
た
が
、
早
期
の
設
置
が
必
要
と
判

断
し
、
現
在
本
市
が
保
有
し
て
い
る
も

の
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
各
部
局
の

協
力
の
下
で
実
現
し
た
。
今
後
の
感
染

拡
大
に
対
し
て
は
、
近
隣
市
と
の
消
防

相
互
応
援
協
定
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
。

議
員　
①
今
年
度
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
市
税
収
入
の
落
ち
込
み
の
予
測
は
②

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
固

定
資
産
税
の
減
免
措
置
な
ど
が
本
市
の

市
税
収
入
に
与
え
る
影
響
は
。

企
画
財
政
部
長　
①
個
人
市
民
税
と
固

入
院
待
機
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
早
期
設
置
の
背
景
は

各
部
局
の
協
力
に
よ
り
実
現
し
た

定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
で
２
億
７
２

０
０
万
円
減
少
の
見
込
み
。
法
人
市
民

税
は
コ
ロ
ナ
で
決
算
が
確
定
し
な
い
法

人
も
あ
り
予
測
で
き
な
い
②
国
か
ら
の

補ほ
て
ん填
分
を
除
く
と
１
億
８
９
０
０
万
円

の
減
少
と
な
る
。

議
員　
か
な
り
の
市
税
収
入
の
落
ち
込

み
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
れ
に
備
え
た
財

政
運
営
と
、
国
に
は
地
方
税
に
影
響
を

及
ぼ
す
減
税
策
を
勝
手
に
打
ち
出
さ
な

い
よ
う
に
求
め
る
。

新型コロナ
対策

議
員　
自
転
車
通
行
空
間
は
、
街
路
樹

を
植
樹
し
た
当
時
に
は
な
く
、
新
し
い

ル
ー
ル
な
ど
に
よ
り
後
か
ら
設
置
さ
れ

た
。
街
路
樹
管
理
に
自
転
車
利
用
の
視

点
は
な
く
、
街
路
樹
か
ら
伸
び
た
枝
な

ど
が
自
転
車
通
行
空
間
に
せ
り
出
し
、

新
た
に
危
険
箇
所
が
発
生
し
た
。
自
転

車
利
用
の
視
点
を
持
っ
た
、
計
画
的
な

街
路
樹
の
管
理
が
必
要
で
は
。

都
市
整
備
部
長　
樹
木
が
自
転
車
の
安

全
性
及
び
快
適
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、

年
１
回
の
剪
定
に
加
え
、
２
カ
月
ご
と

に
状
況
を
点
検
す
る
な
ど
、
自
転
車
利

用
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
よ
り
細
や
か

な
管
理
を
行
う
。

議
員　
他
自
治
体
に
お
い
て
金
属
製
品

の
盗
難
が
相
次
い
で
い
る
。
笹
目
川
遊

歩
道
を
散
策
中
、
橋
に
あ
る
橋
名
板
の

議
員　
避
難
行
動
要
支
援
者
の
災
害
時

の
個
別
避
難
計
画
の
現
状
は
。

危
機
管
理
監　
災
害
対
策
基
本
法
が
５

月
に
一
部
改
正
さ
れ
、
市
区
町
村
に
避

難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
作

成
の
努
力
義
務
が
課
さ
れ
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
内
閣
府
か
ら
「
避
難
行
動
要
支

援
者
の
避
難
行
動
支
援
に
関
す
る
取
組

指
針
」
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
指
針
に
基

づ
き
、
優
先
度
の
高
い
方
か
ら
個
別
避

難
計
画
作
成
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

ま
た
、本
市
独
自
に
作
成
し
て
い
る
「
戸

田
市
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
制

度
」
登
録
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
地
域

や
消
防
、
警
察
署
と
情
報
共
有
を
行
っ

て
い
る
。
今
回
の
法
改
正
を
機
に
、
必

要
に
応
じ
て
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

議
員　
前
出
の
避
難
支
援
制
度
に
お
け

る
「
お
ね
が
い
会
員
」「
ま
か
せ
て
会
員
」

の
重
要
度
は
。

盗
難
を
複
数
発
見
し
た
。
他
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
盗
難
箇
所
は
ボ
ル
ト
固
定

式
の
み
で
、
埋
め
込
み
式
の
固
定
方
法

で
は
盗
難
の
形
跡
は
な
か
っ
た
。
今
後

の
復
旧
と
対
策
を
問
う
。

都
市
整
備
部
長　
盗
難
箇
所
に
つ
い
て

は
、
順
次
復
旧
す
る
。
対
策
と
し
て
、

ボ
ル
ト
を
溶
接
ま
た
は
接
着
剤
で
固
め

る
方
法
や
、
埋
め
込
み
式
も
含
め
、
橋

の
特
徴
や
設
置
場
所
を
踏
ま
え
、
外
し

に
く
い
固
定
方
法
を
検
討
す
る
。

危
機
管
理
監　
両
会
員
制
度
は
自
主
防

災
会
主
体
の
取
り
組
み
で
避
難
支
援
制

度
上
で
の
位
置
付
け
は
な
い
が
、
災
害

発
生
時
、
行
政
の
対
応
に
は
限
り
が
あ

る
た
め
、
地
域
の
避
難
支
援
の
取
り
組

み
と
な
る
両
制
度
は
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
両
制
度
が

運
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
支
援
を
必
要
と

す
る
方
の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
が
進

む
も
の
と
考
え
る
。

街
路
樹
が
せ
り
出
し
危
険
で
は

災
害
時
の
個
別
避
難
計
画
の
現
状
は

自
転
車
利
用
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
管
理
を
行
う

法
改
正
を
機
に
内
容
の
見
直
し
な
ど
進
め
て
い
く

自転車
通行空間

避難行動
要支援者

議
員　
一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン
端
末
が

整
備
さ
れ
、
学
習
の
機
会
が
確
保
さ
れ

た
①
幾
つ
か
の
健
康
被
害
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
対
策
は
②
情
報
が
子
供
に

与
え
る
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
情
報

モ
ラ
ル
教
育
の
取
り
組
み
は
。

教
育
部
長　
①
文
部
科
学
省
は
、
学
校

程
度
の
使
用
で
健
康
に
影
響
は
な
い
と

示
し
て
い
る
。
個
別
に
相
談
が
あ
れ
ば

適
切
に
対
応
す
る
②
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
心
の
す
れ
違
い
や
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
な
ど
、
発
達
段
階
を
考
慮
し
、

多
く
の
教
科
で
行
っ
て
い
る
。
学
校
で

完
結
す
る
も
の
で
な
く
、
保
護
者
と
協

力
し
て
行
う
こ
と
が
不
可
欠
。

議
員　
①
通
院
の
負
担
軽
減
や
外
出
の

機
会
を
増
や
す
た
め
、
精
神
障
害
者
に

も
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
発
行
を
②
障
害

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
課
題
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　
①
他
市
の
状
況
を
見

て
、
研
究
す
る
②
相
談
支
援
事
業
所
が

２
カ
月
に
１
度
集
ま
り
、
取
り
組
み
内

容
や
課
題
な
ど
を
整
理
し
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
利
用
に
お
け
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
は

発
達
を
考
慮
し
、多
く
の
教
科
で
行
って
い
る

小中学校
教育

夕
焼
け
チ
ャ
イ
ム
で「
良
い
子
」

を
決
め
な
い
で
ほ
し
い

市
が
率
先
し
て
各
会
員
の

情
報
更
新
と
把
握
を
！

自
転
車
レ
ー
ン
の
設
置
は

そ
の
目
的
と
安
全
が
必
要

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
市
民
の
命
と

財
産
を
守
る
戦
い
で
す

橋き
ょ
う
め
い
ば
ん

名
板
の
盗
難
対
策
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
市
税
へ
の
影
響
は

むとう葉
よ う こ

子 議員

古
ふ る や

屋としみつ 議員遠
えんどう

藤英
ひ で き

樹 議員

小
こ が ね ざ わ

金澤 優
まさし

 議員

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

Ｑ　
夕
焼
け
チ
ャ
イ
ム
の
時
間
変
更
は
。

Ａ　
要
望
を
確
認
し
な
が
ら
、
見
直
し

の
是
非
も
含
め
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

1 人1 台のパソコンが配布された教育現場
「避難行動要支援者避難支援制度」と
「おねがい・まかせて会員」のイメージ

橋名板の盗難現場（右）と、自転車通行空間に
枝が伸びている現場（左）の様子

急きょ消防本部敷地内に設置された
入院待機ステーション
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一般質問一般質問

　　 　　 　　　　 　　 　　

　　 　　 　　　　 　　 　　

QA

QAQA

QA

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

議
員　
令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
か

ら
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
得
た
か
。

危
機
管
理
監　
市
民
一
人
一
人
が
置
か

れ
た
状
況
を
的
確
に
判
断
し
、
最
適
な

避
難
を
選
択
で
き
る
こ
と
が
重
要
。
そ

の
た
め
に
、
避
難
情
報
の
発
令
、
緊
急

避
難
場
所
と
し
て
の
避
難
所
の
開
設
・

運
営
、
広
域
避
難
、
垂
直
避
難
の
実
施

な
ど
、
水
害
時
の
避
難
の
在
り
方
や
避

難
所
運
営
体
制
の
見
直
し
を
行
う
。

議
員　
令
和
元
年
12
月
定
例
会
で
要
望

し
た
「
万
が
一
の
全
停
電
長
期
化
に
備

え
て
の
燃
料
供
給
事
業
者
と
の
提
携
」

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

危
機
管
理
監　
３
月
に
「
埼
玉
県
石
油

商
業
組
合
戸
田
支
部
」
と
協
定
を
締
結

し
た
。

議
員　
こ
の
た
び
改
訂
さ
れ
た
戸
田
市

ハ
ザ
ー
ド
ブ
ッ
ク
に
、
新
た
に
加
わ
っ

た
「
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
と
は
何
か
。

洪
水
に
備
え
た
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は

必
要
な
行
動
を
時
系
列
で
整
理
し
た
避
難
計
画

危
機
管
理
監　
大
型
台
風
の
接
近
時
や

長
時
間
の
大
雨
な
ど
に
よ
り
河
川
の
水

位
が
上
昇
す
る
と
き
に
備
え
、
一
人
一

人
が
取
る
べ
き
行
動
を
事
前
に
時
系
列

で
整
理
し
て
お
く
避
難
計
画
で
あ
る
。

議
員　
コ
ロ
ナ
禍
で
訓
練
な
ど
が
や
り

に
く
く
な
っ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
自
助
力

を
増
す
こ
と
が
特
に
重
要
。
そ
の
た
め

の
支
援
や
取
り
組
み
を
優
先
的
に
願
う
。

災害対応
議
員　
危
険
箇
所
の
現
状
は
。

都
市
整
備
部
長　
令
和
元
年
度
に
重
点

的
な
調
査
を
実
施
し
、
通
行
に
支
障
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
６
カ
所
を
令
和
２

年
度
に
修
繕
し
た
。

議
員　
危
険
箇
所
へ
の
対
応
は
。

都
市
整
備
部
長　
今
後
も
、
街
路
樹
の

管
理
に
お
い
て
根
上
が
り
の
把
握
に
努

め
、
適
切
に
対
応
す
る
。

議
員　
令
和
２
年
度
に
修
繕
し
た
６
カ

所
の
場
所
は
。

都
市
整
備
部
長　
文
化
会
館
の
西
側
１

カ
所
・
下
前
公
団
通
り
３
カ
所
・
美
笹

西
通
り
２
カ
所
の
計
６
カ
所
。

議
員　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
根
上
が
り

対
策
を
進
め
て
い
く
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
現
在
、
戸
田
駅
西
口

前
で
施
工
中
の
駅
前
交
通
広
場
整
備
工

事
に
お
い
て
は
、
防
根
シ
ー
ト
を
予
定

し
て
い
る
。
今
後
も
現
場
に
適
し
た
工

議
員　
特
別
支
援
学
級
の
①
新
曽
中
学

校
、
芦
原
小
学
校
へ
の
開
設
は
②
支
援

員
の
増
員
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
③
個
々

に
応
じ
た
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充

実
を
。

教
育
部
長　
①
新
曽
中
学
校
は
来
年
度
、

複
数
名
の
希
望
が
あ
れ
ば
開
設
す
る
。

芦
原
小
学
校
は
令
和
６
年
度
の
開
設
を

目
指
し
て
い
る
②
支
援
員
の
増
員
は
研

究
課
題
。
県
の
研
修
に
参
加
、
特
別
支

援
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
民
間
企
業
や

大
学
と
連
携
し
た
研
修
で
、
学
校
全
体

で
の
理
解
と
実
践
を
進
め
て
い
る
③
一

人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
な
が
ら
、
支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

議
員　
昨
年
度
か
ら
、
臨
時
・
非
正
規

労
働
者
の
労
働
環
境
を
整
え
る
「
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し

法
で
根
上
が
り
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

た
。
事
務
処
理
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い

る
か
。

総
務
部
長　
各
所
属
へ
適
切
に
事
務
処

理
を
行
う
よ
う
周
知
し
て
い
る
。

教
育
部
長　
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
の
遂
行

に
必
要
十
分
な
任
期
を
適
切
に
定
め
て

い
る
。
今
後
は
職
務
内
容
の
見
直
し
と

任
期
を
検
討
す
る
。

樹
木
の
根
上
が
り
対
策
は

個
に
応
じ
た
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を

把
握
に
努
め
適
切
に
対
応
す
る

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
充
実
に
努
め
る

樹木管理

特別支援
教育

「
困
っ
た
子
」は「
困
っ
て
い
る
子
」

共
感
し
、
は
げ
ま
す
教
育
を

市
民
の
命
を
守
る
こ
と
は

議
員
の
責
務
の
一
つ
で
す

石
いしかわ きよあき

川清明 議員

本
ほ ん だ

田 哲
てつ

 議員　

根上がりによる危険箇所（令和２年度に修繕済み）

議
員　
白
田
の
湯
に
関
す
る
市
民
意
識

調
査
で
、
市
民
は
民
間
施
設
を
利
用
し

て
の
保
養
事
業
継
続
を
望
ん
で
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
保
養
事
業
の
継
続
を
。

市
民
生
活
部
長　
同
調
査
で
、
保
養
所

の
利
用
は
健
康
増
進
に
有
効
と
考
え
る

市
民
が
約
２
割
だ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
後
、
保
養
事
業
は
行
わ
な
い
と
し
た
。

議
員　
同
調
査
で
は
、
市
が
保
養
事
業

を
実
施
す
る
か
し
な
い
か
の
回
答
率
は

拮
抗
し
て
い
る
。
改
め
て
、
保
養
事
業

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

議
員　
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
経
済
的

な
理
由
で
エ
ア
コ
ン
の
購
入
や
買
い
替

え
が
で
き
な
い
高
齢
者
世
帯
に
、
エ
ア

コ
ン
の
購
入
費
を
助
成
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
市
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長　
高
齢
者
施
策
の
優
先

順
位
や
財
源
確
保
を
考
え
る
と
難
し
い
。

議
員　
気
候
変
動
対
策
と
し
て
、
購
入

費
助
成
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

環
境
の
側
面
か
ら
予
算
化
で
き
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　
熱
中
症
対
策
と
し
て

の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
た
「
省
エ
ネ
家

電
」
の
購
入
や
買
い
替
え
は
、「
地
球
温

暖
化
対
策
」
に
つ
な
が
る
の
で
、
国
や

他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

高
齢
者
へ
の
エ
ア
コ
ン
購
入
費
助
成
を

保
養
事
業
の
継
続
を

今
後
、
保
養
事
業
を
行
わ
な
い

保養事業
非
正
規
労
働
者
の
適
正
雇
用
を

市
民
の
楽
し
み
で
あ
る

保
養
事
業
は
継
続
す
べ
き

根
上
が
り
に
は

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

林
はやし

  冬
ふゆひこ

彦  議員

花
は な い

井伸
の ぶ こ

子 議員

Ｑ　
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た
取
り
組

み
は
。

Ａ　
意
識
の
啓
発
と
実
践
活
動
の
促
進

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
、
市
民
か

ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
は
。

Ａ　
広
報
紙
の
特
集
の
中
で
の
募
集
や
、

環
境
フ
ェ
ア
で
の
発
表
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

気
象
変
動
適
応
の
観
点
か
ら
実
施
し
て
い
る
エ
ア
コ
ン

購
入
補
助
事
業
（
足
立
区
）

ハ
ザ
ー
ド
ブ
ッ
ク
に
新
た
に
「
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

の
ペ
ー
ジ
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
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QA

QAQA

QA

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

牛乳からの
摂取量

１日の必要量 割合（％）

カルシウム 330㎎ 600～800㎎ 40～55 0㎎

タンパク質 10ｇ 30～50ｇ 20～30 0ｇ

牛乳を飲める小中学生
（平均値＝300ml/日）

牛乳を飲めない
小中学生
（0ml/日）

費
が
３
５
０
０
万
円
増
え
た
が
、
契
約

事
務
の
削
減
な
ど
に
よ
り
人
員
７
人
を

減
ら
し
、
全
体
で
４
８
０
０
万
円
の
コ

ス
ト
削
減
を
実
現
し
た
。
市
・
施
設
・

地
元
企
業
三
者
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
包

括
施
設
管
理
の
導
入
に
向
け
研
究
を
。

企
画
財
政
部
長　
現
状
の
委
託
業
務
の

効
果
を
見
直
し
つ
つ
、
包
括
施
設
管
理

を
含
め
ど
の
よ
う
な
管
理
が
有
効
か
、

受
注
機
会
な
ど
も
見
極
め
研
究
す
る
。

議
員　
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」
と
は
、

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
共
に
学
ぶ
こ

と
を
目
指
す
も
の
。
本
市
で
産
官
学
と

の
連
携
で
実
施
し
て
い
る
「
ス※
ク
ー
ル

ワ
イ
ド
Ｐ
Ｂ
Ｓ
」
の
効
果
は
。

教
育
部
長　
問
題
と
思
わ
れ
る
行
動
が

起
き
た
と
き
に
叱
責
や
罰
で
減
ら
す
の

で
は
な
く
、
で
き
て
い
る
行
動
に
着
目

し
、
認
め
た
り
褒
め
た
り
す
る
こ
と
で

望
ま
し
い
行
動
を
育
て
て
い
く
支
援
方

法
に
つ
い
て
研
究
校
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
障
害
の
あ
る
子
供
へ
有
効
な

支
援
と
さ
れ
る
応
用
行
動
分
析
学
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
障
害
の
な

い
子
供
へ
も
有
効
な
手
立
て
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
後
、
望
ま
し
い
行
動
の
回

数
が
増
え
た
と
い
う
効
果
が
見
ら
れ
る
。

議
員　
本
年
は
か
け
は
し
特
別
支
援
学

校
も
開
校
し
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ス

リ
ー
ト
も
大
活
躍
し
た
。
歴
史
的
な
令

議
員　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自
粛
で
、
高

齢
者
の
健
康
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
①

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
市
内
バ
ス
を
無
料
化

し
、
身
体
運
動
、
社
会
活
動
へ
の
参
加

促
進
を
②
帯
状
疱ほ
う
し
ん疹
は
中
高
年
の
免
疫

力
が
低
下
し
た
時
に
発
症
し
、
神
経
細

胞
を
一
つ
一
つ
潰
し
な
が
ら
激
し
い
痛

み
を
伴
い
進
行
す
る
。
ワ
ク
チ
ン
で
予

防
で
き
る
の
で
助
成
・
無
料
化
を
③
若

年
世
代
な
ど
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
未
接

種
者
へ
の
接
種
促
進
は
。

健
康
福
祉
部
長　
①
地
域
活
動
へ
の
支

援
を
強
化
す
る
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
く
②
コ
ロ
ナ
禍
で
免
疫
力

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
、
発
症
増
加
も
考

え
ら
れ
る
。
周
知
・
啓
発
を
強
化
す
る

③
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
副
反
応
な
ど
に

関
す
る
適
切
な
情
報
発
信
と
接
種
を
受

け
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

和
３
年
を
「
戸
田
市
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
元
年
」
と
位
置
付
け
、
特
別
支
援
教

育
の
推
進
、
障
害
者
へ
の
理
解
が
さ
ら

に
大
き
く
進
む
よ
う
要
望
す
る
。

議
員　
ア
レ
ル
ギ
ー
や
乳※

糖
不
耐
症
で

牛
乳
を
飲
め
な
い
人
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム

不
足
が
生
涯
に
わ
た
る
悪
影
響
を
及
ぼ

す
。
学
校
牛
乳
だ
け
で
な
く
、飲
む
ヨ
ー

グ
ル
ト
や
植
物
ミ
ル
ク
な
ど
の
代
替
品

か
ら
の
選
択
制
に
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長　
牛
乳
代
替
品
の
選
択
制
は
、

少
量
で
は
対
応
が
難
し
い
。
家
庭
か
ら

の
持
ち
込
み
は
可
能
で
あ
り
、
適
宜
周

知
す
る
。

ス
ク
ー
ル
ワ
イ
ド
Ｐ
Ｂ
Ｓ
の
効
果
は

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
無
料
化
は

望
ま
し
い
行
動
の
回
数
が
増
え
た

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く

特別支援
教育

中高年の
健康維持

築２０～３０年の分譲マンションが多い街並み

目標を決め、児童ができることを褒めて伸ばす
喜沢小学校の取り組み

学校牛乳を飲めないことでさまざまな
栄養が不足します

議
員　
複
数
の
公
共
施
設
の
管
理
を
一

括
し
て
業
者
に
委
託
す
る
「
包
括
施
設

管
理
」
を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。
中
で
も
明
石
市
の
包
括
管
理
は

参
考
に
な
る
①
包
括
管
理
事
業
者
は
複

数
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
い
、
協

力
企
業
へ
再
委
託
し
て
管
理
す
る
た

め
、
既
存
の
地
元
企
業
の
仕
事
を
奪
う

も
の
で
は
な
い
②
日
常
の
小
規
模
修
繕

を
含
む
包
括
管
理
に
よ
り
、
そ
の
場
で

行
え
る
修
繕
や
応
急
処
置
を
施
す
こ
と

で
、
迅
速
な
対
応
や
長
寿
命
化
、
コ
ス

ト
削
減
が
実
現
③
部
局
ご
と
に
管
理
し

て
い
た
施
設
の
一
元
化
に
よ
り
、
職
員

の
入
札
や
修
繕
対
応
事
務
の
大
幅
削
減
、

地
元
企
業
の
事
務
作
業
の
軽
減
が
実
現

④
横
断
的
な
施
設
管
理
に
よ
り
、
仕
様

の
統
一
や
品
質
向
上
・
均
一
化
、
施
設

情
報
の
効
率
的
な
集
約
と
活
用
が
実
現
。

実
際
に
明
石
市
で
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

包
括
施
設
管
理
の
導
入
に
向
け
た
研
究
を

ど
の
よ
う
な
管
理
方
法
が
有
効
か
研
究
す
る

学
校
給
食
の
牛
乳
が
飲
め
な
い

児
童
生
徒
に
代
替
品
を

公共施設

竹
たけうち まさあき

内正明 議員

老
朽
化
や
財
政
難
、
公
共
施
設

の
課
題
へ
、
新
た
な
一
手
を
！

乳
製
品
の
持
ち
込
み
対
応
は
、

難
し
い
の
で
は
…

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の

さ
ら
な
る
前
進
を

斎
さいとう

藤直
な お こ

子 議員

議
員　
マ
ン
シ
ョ
ン
支
援
対
策
に
向
け
、

総
合
的
な
相
談
な
ど
を
行
う
担
当
が
設

置
さ
れ
た
。
実
態
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

都
市
整
備
部
長　
市
内
２
６
８
棟
の
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
対
象
と
し
、
東
西
の

地
域
で
２
カ
年
に
分
け
、
建
物
の
劣
化

状
況
や
管
理
組
合
の
運
営
状
況
、
防
災
・

防
犯
の
取
り
組
み
な
ど
を
調
査
中
。
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
修
繕
積
立
金
の

不
足
や
管
理
組
合
役
員
の
な
り
手
不
足
、

大
規
模
修
繕
工
事
に
関
す
る
専
門
知
識

の
不
足
な
ど
の
課
題
が
見
ら
れ
た
。
結

果
を
分
析
の
う
え
、
関
係
部
局
と
情
報

共
有
を
行
い
、
本
市
の
実
態
に
即
し
た

マ
ン
シ
ョ
ン
支
援
対
策
に
取
り
組
む
。

議
員　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

危
機
管
理
監　
自
助
・
共
助
・
公
助
の

連
携
は
欠
か
せ
な
い
。
分
譲
や
賃
貸
な

ど
居
住
形
態
や
立
地
状
況
に
よ
り
環
境

は
異
な
る
が
、
市
で
は
、
各
世
帯
に
平

常
時
か
ら
災
害
時
の
知
識
の
向
上
や
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
合
う
関
係
を

近
所
の
方
と
築
く
こ
と
な
ど
を
推
奨
し

て
い
る
。

議
員　
防
災
資
機
材
購
入
費
用
補
助
は
、

地
域
と
信
頼
関
係
を
つ
く
る
意
義
あ
る

制
度
。
枠
を
広
げ
て
防
災
士
な
ど
人
材

育
成
費
に
使
え
る
よ
う
要
望
す
る
。
各

マ
ン
シ
ョ
ン
に
防
災
リ
ー
ダ
ー
的
な
人

材
が
い
れ
ば
、
町
会
の
自
主
防
災
会
と

の
連
携
が
し
や
す
い
と
考
え
る
。

実
態
調
査
の
進
捗
状
況
は

修
繕
積
立
金
の
不
足
な
ど
課
題
が
見
ら
れ
た

マンション
対策

マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
力
で

地
域
力
を
ア
ッ
プ
！

Ｑ　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
認
証
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
現
状
は
。

Ａ　
県
の
調
査
結
果
、
近
隣
市
の
動
向
、

導
入
自
治
体
の
実
施
状
況
な
ど
を

整
理
し
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

矢
や ざ わ

澤青
は る か

河 議員

酒
さ か い

井郁
いくろう

郎 議員

※スクールワイド PBS…ＰＢＳは「ポジティブな行動支援」の略語で、学校全体で児童生徒の「望ましい行動」
を肯定・称賛して育てることで「問題行動」を減らしていく取り組みのこと

※ＦＭ（ファシリティマネジメント）…公共施設を行政の「経営資源」と捉え、総合的に企画、管理、活用して
いく管理手法のこと

※乳糖不耐症…牛乳に含まれる糖質を分解する酵素が不足もしくは活性が低下することで、乳糖が消化・吸収で
きず腹痛などの症状がでること
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議
員
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や
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録
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配
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議
員　
若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
つ
な

が
っ
た
の
か
。

行
政
委
員
会
事
務
局
長　
全
年
齢
で
投

票
率
が
減
少
し
て
い
る
中
、
10
代
・
20

代
で
は
増
加
し
た
。

議
員　
若
年
層
に
向
け
て
、
文
章
だ
け
で

な
く
、
投
票
の
仕
方
の
解
説
動
画
や
投
票

日
当
日
に
行
け
な
い
人
向
け
の
動
画
な

ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
周
知
の
強
化

を
要
望
す
る
。

議
員　
年
々
投
票
率
が
減
少
し
、
特
に

20
代
の
投
票
率
が
20
％
台
前
半
と
低
い

状
況
で
あ
る
。
本
市
の
未
来
を
支
え
る

若
年
層
の
投
票
率
向
上
は
必
要
不
可
欠

だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

行
政
委
員
会
事
務
局
長　
投
票
環
境
の

向
上
を
目
指
し
、
期
日
前
投
票
所
の
増

設
に
努
め
て
お
り
、
前
回
の
市
長
選
挙

か
ら
東
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
前
回
の
県

議
選
か
ら
イ
オ
ン
北
戸
田
に
開
設
し
て

い
る
。
若
年
層
へ
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
り
情
報
発
信
を
行
っ
た
。

議
員　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
り
組
み
は
。

行
政
委
員
会
事
務
局
長　
投
票
所
に
お

け
る
混
雑
を
避
け
る
た
め
期
日
前
投
票

の
利
用
促
進
を
図
り
、
マ
イ
え
ん
ぴ
つ

の
持
ち
込
み
を
推
奨
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
し
た
。
今
後
の
選
挙
で
は
自
宅

療
養
者
な
ど
を
対
象
に
郵
便
に
よ
る
特

例
投
票
を
実
施
し
て
い
く
。

若
年
層
の
投
票
率
向
上
の
た
め
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
周
知
方
法
を
活
用
し
て
い
る

投票率
向上

せ
め
て
市
民
全
体
の
50
％
は

い
き
た
い
で
す
ね

スーパークレイジー君
くん

 　　　　議員

議席番号 15　斎
さいとう

藤　直
なおこ

子（令和会　6 期目）

議席番号 17　浅
あそう

生　和
かずひで

英（戸田の会　2 期目）

議席番号 16　そごう　拓
たくや

也（みらいの会　2 期目）

１月の選挙を経て、新たな顔ぶれでの４年間が始まった戸田市議会。
３月定例会号から始まった「議会を知っ toco」特別編の第３回として、今回も議員の素顔を紹介

していきます。
質問は、広報委員会が複数用意した中から、議員本人が選んだものに答えていきます。

Q. 議員をやっていてよかったと思うのはどんなとき？
A. 市内の課題解決を「チーム議会」で、条例や政策として実現したとき。
Q. 趣味を教えてください。
A. 芸術・スポーツ鑑賞とトランペット演奏
Q. 好きな映画は何ですか？
A.「風の谷のナウシカ」「ニュー・シネマパラダイス」「ターミナル」etc
Q. 私生活でのルーティン・心がけていることは？
A. 小さなことでも何か新しいことにチャレンジ！感動すること‼︎

Q. 趣味や特技を教えてください。
A. 映画鑑賞・ソフトバレーボール・ルービックキューブ
Q. どんな資格を持っていますか？
A. 美容師・社会福祉士・精神保健福祉士・防災士
Q. 好きな食べ物は何ですか？
A. 杏仁豆腐・バナナ・蕎麦
Q. 最近チャレンジしていることはありますか？
A. 時間をつくり、念願だったウクレレとヨガを始めました。

Q. 議員をやっていてよかったと思うのはどんなとき？
A. 相談や困り事などで地域の役に立てたとき。
Q. 趣味や特技を教えてください。
A. 全国のさまざまな銭湯を巡ること・少林寺拳法・猫の観察
Q. どんな資格を持っていますか？
A. 少林寺拳法２段・銭湯検定・歴史遺産検定
Q. 私生活でルーティンとしていることは？
A. 整理・整頓・清掃。生活での水回りを綺麗に保つこと。

議ぎかい会を知っtoco
～ 聞きたい 知りたい議会のしごと ～

し と こ

シリーズ 特別編　「議員のご紹介③」

ご縁があり、お寺でヨガ (テラヨガ ) を
習い始めました

少林寺拳法の達磨祭

５０の手習い。構え方は、それなりに。
音は、初心者級・・・。

市長へ新型コロナ対策を求める緊急要望を提出！
議場における感染防止対策も強化

議会では、新型コロナの感染急拡大を受け、
８月16日に「急激に感染拡大している新型コロ
ナウイルスから市民の安心安全を守るための緊
急要望」を市長へ提出しました。

また、その１カ月後となる９月16日には全員協
議会を開催し、第５波に対する執行部の対応状
況について報告を受けました。

その他にも９月定例会では、議場における新
型コロナ対策のさらなる強化を目的に、これま
で演壇や質問席にのみ設置していた飛沫防止用
アクリル板をすべての席に設置するとともに、議
場の出席者数が最小限となるよう、一般質問中
の出席議員数を15人程度に調整し開催しました
（７ページ上段の写真を参照）。

細田議長・竹内副議長から菅原市長・内田副市長へ要望書を提出

議場で開催された全員協議会

イオンモール北戸田にも期日前投票所が設置されています
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題字を書いてくれた人

始筆や終筆、とめや点の書き方に気を付け
て書きました。

笹目東小学校　6 年　佐
さ と う

藤  瑠
る か

夏さん

議
会
だ
よ
り
６
月

定
例
会
号
に
つ

い
て
、
市
民
の
皆
様
か

ら
16
件
の
貴
重
な
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

ほ
と
ん
ど
が
「『
議
員
の
ご
紹
介
』
が
良

か
っ
た
」「
読
み
や
す
か
っ
た
」
な
ど
で
、

長
年
作
成
に
携
わ
っ
て
き
た
小
生
に
と

っ
て
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
。
今
回
、
初

め
て
の
試
み
と
し
て
表
紙
に
Ｃ
Ｇ
画
像

を
採
用
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
読

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
。

感
謝
！
感
謝
！ 　
　

                （
I
）

本会議や委員会を傍聴したり、議会だよりや議会ホーム
ページをご覧いただいて、議会運営に対する意見の提出な
どを行っていただく「議会モニター」を募集しています。

【応募資格】次の①②の要件を満たしている方
① 18 歳以上の市内在住・在勤・在学者 ( 公務員は除く)
② 議会の仕組みとその運営、市政や地域社会の発展に 

関心のある方
【募集人数】　15 人以内
【任　　期】　令和 4 年 2 月 6 日から1 年間　
　　　　　　※報酬なし ( 図書カード進呈 )
【募集期間】　令和 3 年 12 月 24 日（金）まで
【申し込み】　｢応募票｣ に住所、氏名、年齢、職業、応募理由、

自己アピール等を記入して、 議会事務局へ直接持参、
郵送、ＦＡＸ、電子メールで応募してください。 応募票
は議会事務局で配布しているほか、ホームページからも
ダウンロードできます。

※議会事務局の住所、ＦＡＸ番号、メールアドレス、ホーム
ページURLは、このページの欄外をご覧ください。

【選考方法】
書類選考の上、決定し、結果は応募者全員へ通知します。

12月定例会の予定
※日程は変更になる場合があります。

11 月22 日 ( 月 )　本会議 ( 開会、議案説明 )
　　  30 日 ( 火 )　本会議 ( 質疑、請願の提出、委員会付託 )
12 月　1 日 ( 水 )　常任委員会
　　　 2 日 ( 木 )　特別委員会
　　　 3 日 ( 金 )
　　　 6 日 ( 月 )
　　　 7 日 ( 火 )　
　　　 8 日 ( 水 )　
　　  14 日 ( 火 )　本会議 ( 委員長報告、討論・採決、閉会 )
          ※開議時間は、いずれも午前 10 時です。

本会議 ( 一般質問）

■市議会モニター募集中！市議会モニター募集中！

木々
の
色
も
紅
葉
し
て
、
だ
ん
だ
ん

と
秋
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
行
楽
や
食

欲
の
秋
と
、と
て
も
楽
し
い
季
節
で
す
が
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
水
害
に

は
し
っ
か
り
と
備
え
つ
つ
、
短
い
秋
を
楽

し
み
た
い
で
す
ね
。　
　
　
　
　
　
（
宮
）

東
京
オ
リ
パ
ラ
。
賛
否
渦
巻
く
中
で

も
多
く
の
感
激
と
感
動
が
あ
り
ま

し
た
。
ボ
ー
ト
競
技
日
本
代
表
３
選
手

の
健
闘
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ヤ
ッ

ク
の
金
メ
ダ
ル
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
競
技
で
の
、
勝
ち
も
負
け
も
成
功
も

失
敗
も
、
闘
う
人
々
の
姿
勢
が
心
に
響

き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
野
）

数
年
前
ま
で
、
台
風
が
過
ぎ
て
い
く

度
に
秋
が
深
ま
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
が
、
最
近
の
台
風
は
こ
ん
な
か

わ
い
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
台
風

の
時
期
は
、
大
切
な
植
物
が
被
害
に
あ
わ

な
い
よ
う
安
全
な
場
所
に
避
難
。
今
年
は

無
事
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。　
　
（
葉
）

息
子
が
15
歳
の
誕
生
日
。「
15
歳
」

と
い
え
ば
私
は
尾
崎
豊
の
「
15
の

夜
」。
30
年
以
上
経
過
し
た
現
在
、
音
楽

も
勉
強
も
遊
び
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
誰
も
が
想
定
外
。「
励

ま
し
の
力
」
だ
け
は
い
つ
の
時
代
も
変

わ
ら
ぬ
と
信
じ
、
み
ん
な
で
声
掛
け
支

え
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。　
　
　
（
竹
）
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前回号の訂正

No.214 の 12 ページで、浅生議員の大見出し中
「電気自動車盗導入促進」は誤りで、
正しくは「電気自動車等導入促進」でした。
訂正し、お詫び申し上げます。

〒 335-8588　戸田市上戸田 1 丁目 18 番 1 号
メール  gikaijimu@city.toda.saitama.jp
ホームページ　https://www2.city.toda.saitama.jp/gikai/

発行・戸田市議会　編集・議会広報委員会
TEL 048-441-1800（代）FAX 048-433-2212

表紙画像撮影：議会事務局
戸田市

＊
本
紙
は
環
境
に
配
慮
し「
バ
イ
オ
マ
ス
イ
ン
キ
」を
使
用
し
て
い
ま
す

※「ＱＲコード」はデンソーウェーブの登録商標です

知っtocoクイズ当選者
６月定例会号「知っtocoクイズ（No.12）」の正

解は、問１「デジタル」、問２「57」でした。
正解者の中から抽選の結果、次の方にクオカード

を贈りました。
・有馬久美子さん　　・石田千鶴子さん
・久米修さん　      　・千葉芳子さん
・大木真紀さん　　　　おめでとうございます


